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◎毎月1日はもったいないの日　日々の行動を振り返ろう　市では、地球上にあるすべての
ものに、尊敬と感謝の気持ちを持ち、ひとやものを大切にする「もったいない運動」を進め
ています。日々、実践している行動をさらなる行動・実践につなげるために、月の初めに先
月までの行動を振り返りましょう。問環境政策課☎（632）2409

■今すぐ行動　日常生活にある「もったいない」
▽ものを無駄使いしたり、食べ物を作り過ぎ
て捨てたりするのは「もったいない」。
ティッシュなどは使い過ぎないように、食べ
物は食べ切れるだけ作りましょう。
▽資源物を燃やしてしまうのは「もったいな
い」。分ければ資源、ごみをきちんと分別しま
しょう。
▽部屋の冷やし過ぎ・暖め過ぎは「もったい
ない」。エアコンの設定温度を冷房は28度、
暖房は20度を目安にしましょう。
▽身の回りの自然を
感じないのは「もっ
たいない」。家族み
んなで近所の山や川
などの自然に触れ合
いましょう。

　環境の日・環境月間は、1972年6月にストック
ホルムで開催された「国連人間環境会議」を記念し、
1993年に定められました。
　環境に優しいまちをつくるためには、ひと・も
の・まちを大切にする「もったいない運動」を広げ
ていくことが大切です。一人ひとりの「もったいな
い」は小さなことでも、それを積み重ねていくこと
で大きな力になります。
　この機会に、日々の生活の中で「もったいない運
動」に取り組んでみませんか。

■来て見て実感　びっくり見学ツアー　県内
最大のごみ焼却工場を見学してみませんか　
焼却ごみがどのように処理されているがご存
じですか。ごみを上手に燃やす工夫、ごみか
ら電気とお湯ができる仕組み、焼却灰のリサ
イクルなど、クリーンパーク茂原（茂原町）
をスタッフが案内・説明しながら巡ります。
▽日時　6月27日（土）午前10時～11時、午後
1時30分～2時30分の2回。
▽定員　各先着50人。
▽申込　６月5日午前9時から、電話で、環境
学習センター☎（655）6030へ。
▽その他　参加家族に1個エコグッズをプレ
ゼント。
問環境政策課☎（632）2404

■「もったいない」を体験しよう　身近な
「もったいない」を体験することができる各
種講座を、右の表の通り開催します。ぜひ参
加し、さまざまな視点から「もったいない」
を発見・体験してみませんか。
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環境学習センターで各種催し
▽講座名・日時・内容・定員など　下の表の通り▽会場　環境学
習センター他▽申込　往復はがきの往信に講座名（③～⑤は午
前・午後の希望も）・住所・氏名・電話番号を、返信に郵便番号・住
所・氏名を書き、各締め切り日（消印有効）までに、〒321-0126茂
原町777-1、環境学習センターへ。はがき１枚に付き1人１講座。
複数講座に申し込み可。ただし、①は参加人数と制作希望個数を、
①～⑤は子どもの学年も記入。定員を超えた場合は公開抽選。定
員に満たない場合は締め切り日の１週間後の午前９時から電話で
も受け付け。
問環境学習センター☎（655）6030

6月5日は環境の日
6月は環境月間
6月5日は環境の日
6月は環境月間

講座名 日時 内容 定員・費用 締切日

6月30日

①親子のぞう
りつくり

7月25日(土)
午前9時30分
～正午

不用になった
バスタオルを
裂いて草履を
作る

小学４年生以
上とその保護
者
20人程度
１足350円

②セミの羽化
と夜の虫観察
会

7月25日(土)
午後7時～9時

神秘的なセミ
の羽化と夜の
虫を観察する

小学生以上と
その保護者
50人程度

③天体望遠鏡
をつくろう

7月26日（日）
午前10時～正
午と午後1時
30分～3時30
分の2回

天体望遠鏡を
製作し、使い
方を学び、星
と地球や自然
について考え
る

小学4年生以
上とその保護
者
各20組
１キット2,000
円

④紙パックで
紙すき

7月29日(水)
午前9時30分
～11時30分と
午後1時30分
～3時30分の
2回

紙 パックを
使ってはがき
を作る。分別
ゲームなどを
して紙のリサ
イクルを楽しく
学ぶ

小学生以上と
その保護者
各10組

⑤ クリップ
モーターをつ
くろう

7月30日(木)
午前10時～正
午と午後1時
～3時の2回

関東電気保安
協会による、ク
リップモーター
作り、家庭で
の節電など

小学生以上と
その保護者
各15組

自転車や家具
の再生品を提
供（有料）

6月19日まで
の午前9時～
午後5時（月曜
日休館）

粗大ごみで出された自転車や家具を専門
スタッフが修理して提供。申し込みは、宇都
宮市・上三川町・下野市石橋地区在住で
18歳以上の本人が展示品を確認し直接、
受け付けへ。1人2点まで。公開抽選日は6
月20日(土)午前10時～

クリーンパー
ク茂原清掃工
場見学

火～日曜日、午
前10時～午後
3時

クリーンパーク茂原の焼却ごみ処理施設と
リサイクルプラザをスタッフが1時間程度で
案内。1回2人以上。事前に、電話で、環境
学習センターへ

節電

28度28度

脇の下・太もものつけね
などを冷やす

水分を少し
ずつ何回も
取る飲

み
物
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人
間
の
体
は
、
汗
を
か
い
て

体
内
に
溜
ま
っ
た
熱
を
放
散
し

ま
す
。
こ
の
時
、
水
分
や
塩
分

を
補
給
し
な
い
ま
ま
汗
を
か
き

続
け
る
と
、
脱
水
症
状
や
塩
分

（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
、
体
温
調
節
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
で
発

症
す
る
症
状
の
総
称
を
熱
中
症

と
呼
び
ま
す
。
重
症
の
場
合
は

命
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

熱
中
症
は
屋
内
・
屋
外
、
日

中
・
夜
間
を
問
わ
ず
起
こ
り
ま

す
。
小
ま
め
な
水
分
補
給
の
他
、

涼
し
い
場
所
で
の
休
息
を
取
る

こ
と
な
ど
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
や
高
齢
者
に

は
配
慮
が
必
要
で
す
。
高
齢
者

は
、
暑
さ
や
水
分
不
足
に
対
す

る
感
覚
機
能
や
、
体
が
熱
を
逃

が
す
機
能
が
低
下
し
て
い
る
の

で
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

■
こ
ん
な
日
は
注
意▽

気
温
が
28

度
以
上
。

▽
湿
度
が
70

パ
ー
セ
ン
ト

以
上
。

▽
風
が
弱
い
。

▽
急
に
暑
く
な
っ
た
。

■
こ
ん
な
人
は
特
に
注
意

▽
高
齢
者
・
子
ど
も
。

▽
体
調
が
悪
い
人
。

▽
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
人
。

▽
持
病
が
あ
る
人
。

　

も
し
、
周
り
の
人
に
熱
中
症

と
思
わ
れ
る
症
状
が
出
た
ら
、

意
識
を
確
認
し
、
す
ぐ
に
応
急

処
置
を
し
て
く
だ
さ
い
（
右
の

イ
ラ
ス
ト
参
照
）。地
域
ぐ
る
み

で
熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

問
健
康
増
進
課
☎（
626
）１
１
２

６

◎暑さで気分がすぐれないときは熱中症避難所をご利用ください　市施設
は、「熱中症避難所」として、体調不良となった人に水分補給や休む場所
を提供します。また、市内の店舗などにも「熱中症避難所　協力店」の表
示を掲出して、ご協力をいただいています。ひと声掛けてご利用ください。
問保健所総務課☎（626）1104

命
に
関
わ
る
熱
中
症

予
防
の
カ
ギ
は

小
ま
め
な
水
分
補
給

熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
時
の

応
急
処
置

　熱中症は、重症化すると命に関わる危
険な病気です。
　これからの暑い夏を乗り切るためにも、
熱中症予防を心掛けましょう。

　熱中症は、重症化すると命に関わる危
険な病気です。
　これからの暑い夏を乗り切るためにも、
熱中症予防を心掛けましょう。

1室内で
▽エアコン・扇風機を上手に使って室温調整に気を配る。
▽小まめな換気、カーテンやすだれを利用し、室温が上
がりにくい環境づくり。
2日常生活
▽喉の渇きを感じなくても意識して水分補給を。汗をたく
さんかいたときには、塩分の補給も。
▽上手に発汗できるようになるには、暑さへの慣れが必
要。本格的に熱くなる前から、軽くウオーキングをするな
ど体を慣らす。
3外出時
▽通気性がよく吸湿・速乾の衣服など涼しい服装で。日
傘や帽子も利用する。
▽涼しい場所（日陰）・施設などでの小まめな休息を。
▽車中に子どもだけを置いていかない。
4体調に合わせて
▽無理をしない。
▽小まめな体温測定。
▽保冷剤・冷たいタオルなどによる体の冷却。

もしかして熱中症？もしかして熱中症？ 熱中症を防ぐポイント

熱中症の対処方法

応急処置
▽涼しい場所へ移動し、衣服を緩め、安静に寝かせる。
▽エアコンをつける。扇風機・うちわなどで風を当て、体
を冷やす。
▽自力で摂取できるなら、経口補水液やスポーツドリン
クなどの水分を補給する。ただし、意識がないときに口
から水分を入れるのは禁物。自力で摂取できない場合
は、症状が軽そうに見えても医療機関へ。

重症度 症状 対処 医療機関への受診
めまい、立ちく
らみ、筋肉痛、
汗が止まらな
い

涼しい場所への
移動、安静、水分
補給

頭痛、吐き気、
倦怠感（だる
さ）、虚脱感
（力が入らな
い）

涼しい場所への
移動、体を冷やす、
安静、水分と塩分
の補給

口から飲めない場
合や症状の改善が
見られない場合は
要受診

意識障害、け
いれん、高体
温、まっすぐ歩
けない、走れ
ない

涼しい場所への
移動、安静、体が
熱ければ保冷剤
などで冷やす

救急車（☎119）の
要請

軽

重

暮
ら
し




